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２　学力・学習状況における現状分析，目標等

　【３つの視点】

　（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得

　（２）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成

　（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

（　幼　稚　部　）　幼 児 児 童 生 徒 の 状 況

絵日記をもとに，自分から話したいことが少なく，
話が続かなかったり，深まらなかったりする。また，
文字に書かれていないことについて質問されると，
自分なりのことばで答えることが難しい。

達成状況具体的目標（目指す子どもの姿）

自分が体験したことやその時の気持ちを話すこと
ができる子

記録より，自ら話す，考
えて答える，新しいことば
を提示するの３項目につ
いて，１以上評価ポイント
が上がる。

幼児の指標である「自ら考えて
話す」「考えて答える」について
は，それぞれの幼児について１項
目以上評価ポイントが１以上がっ
た。

教員の指標である「新しいことば
を提示する」は評価ポイントが１以
上上がった。

B

成果指標

絵日記を書く習慣がつきつつある。

具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況

・絵日記の時間に自ら話したり，幼児との話を深
めるためのスキル（発問，言葉かけ，保護者への
助言等）の向上を図る。
・絵日記の時間の記録をとる。

ロールプレイを中心に，
絵日記指導に関する研修
を年１０回以上行い，指導
の改善を行う。

年間１０回以上，研修を行
うことができた年度初めに６
回，絵日記指導のねらい，
指導上の留意点について
研修を行った。５月からは
月１回，ロールプレイを取り
入れた研修を行い，支援の
あり方を検討した。

＊中間期の見直し
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・記録を取ることで，指導中に意識して言葉かけを行うことができたが，記録を数値化して幼児の変化を評
価するのは難しい面があった。幼児や教員の変容をどのように把握するのか，再検討する。

達成状況を踏まえた改善事項

発表や話し合い活動の場面で，「話す」「聞く」の基本的な態度である「話は最後まで黙って聞く」「質問が
あるときは区切りを見極めて質問する」等に課題が見られた。相手（他者）を意識する対話の基本を教員
間で再確認して徹底していかなければならない。 また，本校は少人数学級が多いため，話し合い活動が
少なiい。内容や方法を工夫して集団活動の場面を保障し，積極的な話し合い活動ができる環境をつくっ
ていく必要がある。

・学年や個人に応じた話し方のポイントを教室に
掲示し，児童の意識を促す。
・児童のきこえの状態に応じた情報保障の方法
を工夫する。
・児童が考えて発表したり，話し合ったりする活
動を増やした授業を実践研究する。

・「発表や対話の場面を設
けて活性化を図り，主体
的・対話的に学ぶ授業改
善ができた」と回答する教
員の割合を80％以上にす
る。

・児童の実態に応じて話し
方のポイントを示したり，児
童が考えて発表したり，話
し合ったりする活動を増や
したりして授業改善を図っ
た。全ての教員が，発表や
対話の場面を設けて活性
化を図り，主体的・対話的
に学ぶ授業改善ができた。＊中間期の見直し

達成状況を踏まえた改善事項

・自分の思いや考えを相手に分かりやすく表現
し，進んで学ぼうとすることができる。

・80％以上の児童が，自
分の考えを進んで発表す
る回数を増やすことができ
る。
・学習発表会で，80％以上
の児童が聞き手を意識し
て話し方や内容を考え，発
表できる。

・全ての児童が自分の考え
を進んで発表する回数を増
やすことができた。
・11月に学習発表会を実施
した。聞き手に分かりやす
いように話し方や内容を工
夫し，発表できた児童の割
合は89％であった。

B

具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況

(小学部）幼 児 児 童 生 徒 の 状 況

児童は明るく素直で，授業にも積極的に取
り組んでいる。与えられた課題や宿題には，
真面目に取り組む児童が多い。

聞こえにくさから言葉や正確な文法等を身につ
けることが難しい。そのため，授業や集会等の場
面では，自分の思いや考えを相手に分かりやすく
伝えることに苦手意識を持っている児童が多い。

具体的目標（目指す子どもの姿） 取組指標 達成状況
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（　中　学　部　）　幼 児 児 童 生 徒 の 状 況

昨年度からの取り組みによって，「朝学習
の時間」になると，各自の教室に入り自主的
に学習に取り組むことができるようになって
きている。

将来の目標を考え始めてはいるが，目標実現に
向けた具体的な方策や，課題解決の方法をみつ
けられていない生徒がいる。

具体的目標（目指す子どもの姿） 成果指標 達成状況

個々の学習課題を適切に捉え，克服しようとす
る。

・「朝学習の時間」に７５％
以上が自分の学習課題を
みつけ，取り組むことがで
きる。

８時３０分までに登校でき
ている生徒については，全
員が１０分間それぞれの課
題に取り組むことができた。

評価　　　　　　　Ａ

具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況

・「朝学習の時間」が，確実に定着するよう，引き続き実施していきたい。
・生徒が自主的に学習できる環境作りに努め，基礎学力の定着を図りたい。

・朝学習の時間を設定し，生徒が自主的に学習
や課題に取り組む環境作りをする。
・生徒一人一人の特性に配慮した支援の在り方
について検討し，教員が協力して指導する。

・８：３０～学活の間の１０
分間を「朝学習の時間」と
し，生徒の学力や課題に
合った活動をさせる。
・学部研修の時間を活用
し，学部全体で支援にあ
たるための情報交換を行
う。

・各担任が，生徒の実態に
合わせた課題を準備し，
「朝学習の時間」の活動を
させることができた。
・学部研修の２回に１度，
ケース会の時間を設け共通
理解を図り，学部全体で支
援する体制を作ることがで
きた。

＊中間期の見直し

達成状況を踏まえた改善事項

（　　高等部　）　生 徒 の 状 況

これまで資格・検定等の受験を拒んできた
生徒が，教師の勧めに応じ漢字検定を受検
した。また，Ｐ検定の受検者が３年ぶりに現
れ，目標級に合格できた。資格・検定等の必
要性についての理解が進み，主体的に学力
向上に向かう流れが作られつつある。

高等部生徒の中でも，学習目標を明確に理解で
きている者と，まだ十分でない者とがいる。高等部
は本校の最終学部であり，学力の向上は即社会
生活につながっていることを理解する必要がある。

具体的目標（目指す子どもの姿） 成果指標 達成状況

目標をもち，主体的にチャレンジする。 生徒それぞれが，希望
する進路に沿った資格や
検定，模擬試験等に挑戦
し，受験者のうち７０％が
目標を達成する。

挑戦する受検級や段階が
上がり，目標達成が難しく
なってきた生徒もいるが，７
名が様々な検定等に挑戦
し，５名が自己記録を更新
することができた。７１％の
目標達成率となった。

評価　　　　　　Ａ



具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況

・生徒の特性や進路を考えながら，可能な範囲で資格・検定の幅を広げていきたい。

・生徒個々の進路目標に沿った，資格や検定の
情報等について，収集と生徒への提供を行い，
主体的に取り組めるよう指導する。
・合格に向けた指導（補習等）や課題の提供を行
う。
・昨年度の自己記録を上回る級の検定や資格試
験，模擬試験等に挑戦するよう勧める。

・生徒個々に適切な資格，
検定等の情報を年間１回
以上提供する。
・検定等の合格に必要な
課題を各検定前２ヶ月の
間，１週間に１回以上提出
させる。

・資格や検定の必要性につ
いて，生徒の理解が進んで
きている。
・生徒同士で良い影響を与
え合いながら，上級の検定
や資格試験に積極的に取
り組む姿勢が見られるよう
になった。

＊中間期の見直し

達成状況を踏まえた改善事項


